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この範囲に追加

すると，分散は

小さくなる

データの追加と分散の変化 
 

■ あるデータの平均値や分散などが分かっているとする．そこに

1 つのデータを付け加えたとき，平均や分散はどのように変化する

だろうか． 
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■ 平均値については容易であり，
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■ 分散は容易ではない．ちなみに，
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 これらの関係を明らかにするには，こつこつ計算してもよいのだ

が，以前の「雑感 128 合併 2 集団の分散」の次の結果を利用する

とよい． 

 これによれば，集団を元の集団， }{
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■ さて，データ
1

 によって，分散が増加する場合と減少する場

合があるが，それはどのような場合であろうか． 
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を得る． 
 

■ なるほど！ 素晴らしい結果が得られたことになる． 

  が一定大きければ，

11 ≒

 であるから，右

のようなイメージになる． 

 区間     , に追加

すれば分散は小さくなり，そ

れ以外（両サイド）に追加す

れば分散は大きくなる． 

 この結果は，標準偏差 の

意味を再認識させる． 
 

■ なお，この結果は，以前

の「雑感 93 データの分析

のオリジナル問題」の(2)も

関連しているものと考えら

れる． 


